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In this investigation, the authors analyzed disaster processes and target user segments for earthquake disaster 
informations offered on local government homepages. In the homepages of fifteen capital prefectures or cities, 5 
information patterns on disaster process are analyzed and wide difference between the amount of information for 
in-area-segment and the amount of information for out-area-segment is analyzed. 
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1．はじめに 

1-1.背景 

災害時の情報伝達手段としてインターネットが

注目されている。インターネットの普及により、

情報伝達は効率化し、ブログ等のサービス開始に

よって情報の発信・管理・蓄積が初心者でも容易

にできるようになった。現在こういった技術を利

用して、多くの自治体がホームページで災害情報

を発信する仕組みを整えている。しかし、インタ

ーネットによる情報発信では、リンクをたどりな

がら求める情報にたどり着くための能力がユーザ

に求められる。そのため、自治体は公開する情報

を、ユーザを考慮した形で分類・掲載する工夫が

必要である。 
1-2.調査の目的  
本調査では、地震災害に関する自治体ホームペ

ージを分析し、各自治体ホームページが提供する

災害情報の提供方法を「災害プロセス」「災害に関

わるセグメント（以降、セグメントと省略）」の観

点から調査し、災害情報の提供方法に関するホー

ムページの特徴を明確にする。 
 

2.災害情報調査の方法 

2-1.災害情報の定義 

 本研究では、災害情報の分類に関して、小田貞

夫が提唱している定義[2]を参照し、調査分析を行

うものとする。小田貞夫が提唱した災害情報の分

類は、地震情報（震度、震源地等）、行動指示情報、

被害情報、安否情報、救出・救護情報、ライフラ

イン情報（インフラの復旧情報等）、生活情報（医

療、物流、ランドリーの情報等）、復興情報、啓発

情報（災害予防のための情報等）の 9種からなる。

本研究では、これらを災害情報項目と呼ぶことに

する。 



また、災害プロセスは角本繁[4]が提唱した、混

乱期、初動期、復旧期、復興期、平常期の 5 つの

プロセスを採用する。 
 災害プロセスの各期において必要と考えられる

災害情報項目を図 1に示す。 
 

 
図 1.災害プロセスと各災害プロセスで 

必要と考えられる災害情報項目 

 
また、セグメントとして本研究では発災時に被

災地いた人々を被災地内セグメント（居住者、昼

間居住者、外来者、弱者、外国人）、被災地外にい

た人々を被災地外セグメント（親類・知人、関係

企業、支援者、訪問予定者）と設定する。 
 
2-2.調査手順 

各自治体ホームページより、防災・災害に関連 
する情報が掲載されているページを抽出し、分

類・整理した。具体的には以下に記す手順で調査

を行った。 
 
①Web情報分析項目の抽出と分類 
①-1.各自治体ホームページから、防災・災害に関

連する情報をページ単位で抽出する。これを Web
情報分析項目と呼ぶ。 
①-2. Web情報分析項目のグループ分けを行う。 
②災害プロセスに基づく分析 
②-1.Web 情報分析項目を災害情報項目に対応させ

る。 
②-2. Web 情報分析項目を災害プロセスに分類す

る。 
③セグメントに基づく分析 
③-1.Web情報分析項目のうち「防災知識」に分類 

された自治体ホームページの情報を、セグメント 
別に分類する。 
 
また、調査対象とするホームページとして、都

県では東京都、富山県、兵庫県、新潟県、石川県、

愛知県、静岡県、市区では新宿区、富山市、神戸

市、新潟市、輪島市、名古屋市、静岡市、浜松市

の以上 15自治体のものを選出した。 
 
3．自治体ホームページの分析結果 

自治体ホームページを分析した結果、表 1 のよ

うな種類のWeb情報分析項目が抽出された。 
表 1.Web 情報分析項目 

 
 
3.1 災害プロセスに基づく分析結果 

Web 情報分析項目を、図１の災害情報項目に合

致させ、災害プロセスにおけるそれぞれの自治体

の情報量をグラフ化した結果、A～Eの 5つのパタ

ーンが抽出された。 
 
＜パターン A＞ 
特徴：混乱期と平常期の情報の割合が高い 
該当する自治体：愛知県・東京都・富山県・ 

静岡市・神戸市 



 
図 2-1.災害プロセス情報パターン A の例 

 
＜パターン B＞ 
特徴：混乱期の情報の割合が高い 
該当する自治体：静岡県・新潟県 

 
図 2-2. 災害プロセス情報パターン B の例 

 
＜パターン C＞ 
特徴：平常期の情報の割合が高い 
該当する自治体：名古屋市・富山市・新潟市 

 
図 2-3. 災害プロセス情報パターン C の例 

 

 

 

＜パターン D＞ 
特徴：すべての期においてほぼ割合が均一である 
該当する自治体：輪島市 

 
図 2-4. 災害プロセス情報パターン D の例 

 
＜パターン E＞ 
特徴：混乱期・初動期・平常期の 3つの割合が 
ほぼ同じくらいであり、復旧期・復興期の割合が

低い 
該当する自治体：新宿区・浜松市 

 

図 2-5. 災害プロセス情報パターン E の例 

 
3.2 セグメントに基づく分析結果 

表 1 において防災知識に分類された情報をセグ

メント別に分類した結果、図 3 のようになった。

その結果、防災知識に関しては被災地外セグメン

トに向けた情報発信が見られないことが分かった。 

 

 



 

図 3．防災知識のセグメント別情報（都県市区総合） 

 

４．考察 

今回の調査の結果から、各自治体によりホーム 

ページ上で公開している災害情報の種類とそれが 

必要とされる災害プロセスの期に特徴があること 

が分かった。 

これらの結果から各自治体が災害プロセスのう 

ち、どの期を重視し防災対策を行っているかを推

察することができると考えられる。パターン A で

は、最も情報が必要となる時期に関する情報を提

供しており、実践的なパターンであるといえる。

また、パターン B は混乱期で必要とされる情報に

関係する情報を事前に提供することで、混乱期へ

の対応と心構えを啓発している。パターン C では

平常期を重視することで、次の災害に備えるため

の準備を促していると考えられる。パターン D で

は、一連のプロセスを平等に重視し情報提供を行

っている。パターン Eでは、災害プロセスのうち、

重視すべき期の取捨選択を行っている状況にある

と考えられる。 

 また、セグメントに関しては、防災知識の区分 
に関して自治体がホームページ上で情報提供をす 
る相手として想定しているセグメントは、被災地 
内のみであった。しかし、災害発生時は被災地外 
セグメントからの自治体ホームページへのアクセ 
ス数が急激に増加する例[5]があることから、自治 
体は被災地外セグメントに対する情報発信を意識 
する必要があると考えられる。 
今後、自治体の規模・特徴と、公開する情報の

種類・セグメントとの相関について調査をしてい

きたいと考えている。 
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